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１
月
９
日
（
日
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成

23
年
荒
尾
市
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

荒
尾
市
で
は
484
人
が
新
成
人
と
な
り
、
大
人

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

荒
尾
市
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の
手
作
り
。

式
典
の
前
に
は
、
新
成
人
の
代
表
が
撮
影
し

た
「
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
」
が
上
映

さ
れ
、
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
式

典
の
後
は
、
抽
選
会
と
小
学
校
区
ご
と
の
記

念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま

す
か
―
。
成
人
式
会
場
で
新
成
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
答
え

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
市
の
内
外
で
介
護
の

仕
事
を
し
て
い
る
人
、
三
交
代
で
自
動
車
の

部
品
や
荷
造
り
用
の
結
束
紐
を
作
っ
て
い

る
人
、
大
学
生
と
し
て
、
英
語
、
国
際
文
化
、

看
護
な
ど
多
岐
多
様
な
分
野
で
学
ん
で
い
る

人
。
同
じ
二
十
歳
の
節
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
迎
え
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
す
で
に
、
社
会
の
大
切
な

構
成
員
。
彼
ら
は
こ
れ
か
ら
新
成
人
と
し
て
、

新
た
な
自
由
を
手
に
し
、
新
た
な
責
任
を

負
っ
て
、
社
会
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
存
在
が
、

き
っ
と
明
日
の
日
本
を
良
く
す
る
力
に
な
り

ま
す
。
自
分
の
心
に
秘
め
た
「
誓
い
」
を
胸
に
、

社
会
に
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

平成 23 年
荒尾市成人式

農業大学校で学んでいる徳
山さん。将来は実家のナシ
農家を継ぎたい、と照れる
表情に強い意志を感じまし
た。荒尾市のためにも、ぜ
ひ夢を実現してください。

司会者の1人である宇戸口
さんは、教師を目指していま
す。中学生の時の数学の先
生との出会いがきっかけで
す。荒尾の学校で活躍する
日は、もうすぐそこに。

介護の現場で働く山口さん
は、触れあうお年寄りの笑
顔と感謝が嬉しく、何よりの
励みだそうです。みつけた
い夢はすでに、彼女の傍に
あるのではないでしょうか。

造船所勤務の松原さん。「大
物」とは、「同僚らに慕われ、
経済的にも心にもゆとりが
ある器の大きな人物」だそ
うです。片鱗がすでにうか
がえる、たのもしい表情。

あ
な
た
の
誓
い
、
教
え
て
く
だ
さ
い

荒
尾
市
の
新
成
人   

４
｜
484  

人  

の
　
誓
い

４
人
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
快
く
応
じ

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

徳山 ひかるさん（小野） 宇戸口圭一郎さん（一紡） 山口みどりさん（川登） 松原  隼さん（岱洋東）

は

た

ち

の

誓

い


